
 林産物トチュウエラストマー由来の新素材ポリマー生産技術の開発 

〔研究タイプ〕 
 産学機関結集型A 
〔研究期間〕 
平成２５年～２７年（３年間） 

25040B 
分  野 適応地域 

林業－造林 

 木材価格の低迷により国内林業の経営は厳しい。国内林業振興を図るには、林産物由来の新規高付加価

値製品の開発が必要とされる。落葉高木のトチュウは組織内にトランスポリイソプレ ンを蓄積する性質を持つ。

トランスポリイソプレンはバイオマスプラスチックとして産業利用が期待される素材である。そこで、トチュウか

ら取り出したこのトランスポリイソプレンを新素材ポリマーとして用いる高機能材料開発と、トチュウトランスポ

リイソプレンの高生産技術開発を行うことにより、新たな高付加価値林産物の生産スキームを確立する。

  

① トランスポリイソプレンを基にした再生可能資源由来の新規高機能材料が開発され、新たなバイオマスプラ
スチックとして工業利用できるようになる。 

② 果皮販売により国内林家が毎年収入を得られる新たな植林用樹種としてトチュウが利用できるようになる。 

 

① トチュウ由来のトランスポリイソプレンの誘導体化技術と汎用樹脂とのブレンド技術を開発し、耐衝撃性を
中心に実用レベルの性能を有するブレンド物を創製した。 

② トランスポリイソプレン用の新規相溶化剤を用いる汎用樹脂との動的架橋の基盤技術を開発した。 

③ トチュウ高発芽技術の開発と芽生えの育成により、トチュウ種子よりトチュウ稚樹を１０００本単位で生産
するスキームを確立した。 

④ 高活着な芽継ぎ法開発とトランスポリイソプレン含量増に効果的な施肥設計により、トランスポリイソプレ
ン生産に優れた株の量産と育成を通じて、トランスポリイソプレン高生産が出来るようになった。 

 

〔研究グループ〕 
国立大学法人 大阪大学大学院工学研究科 
日立造船株式会社 
〔研究総括者〕 
大阪大学大学院工学研究科 宇山 浩 

① 林産物由来の新規バイオマスプラスチックとして利用が進む結果、国内化学産業の発展に役立つ。自
動車産業等での利用を想定し、最終的に売上高100億円事業を目指しているが、その場合、化学製品、
運輸部門等への波及効果計約220億円が見込まれ、新産業育成に役立つ。 

② 国内耕作放棄地や植替え期を迎えた人工林に対しトチュウの植林が行われ、トチュウ林より得られるト
チュウ果皮の販売によって林業従事者は年間数百万円の収入増が図れる。 

 

全国 

農林水産業・食品産業科学技術研究推進事業（発展融合ステージ）/研究紹介２０１６ 

１ 研究の背景・目的・目標 

２ 研究の内容・主要な成果 

３ 今後の展開方向、見込まれる波及効果 

４ 開発した技術・成果が実用化されることによる国民生活への貢献 

公表した主な特許・論文 

① 特願2013－205759 形状記憶性樹脂組成物 （宇山浩他：国立大学法人大阪大学、日立造船株式会社） 

② Tsujimoto, T. et al. Maleated trans-1,4-Polyisoprene from Eucommia ulmoides Oliver with Dynamic Network 
Structure and Its Shape Memory Property. Polymer 55, 6488-6493 (2014). 

③ 宇山浩他、バイオベースエラストマーの新展開．高分子 64, 776-780 （2015） 

キーワード トチュウ、接ぎ木繁殖、バイオマスプラスチック、トランスポリイソプレン、ポリマーブレンド 
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• バイオマスプラスチックとしての工業利用 
• 新たな植林用樹種としてのトチュウの利用 

 
• 林業者の収入増 
• 森林回復、環境保全 

主要な成果 

 
• トチュウエラストマーの基本的物性の解明と、その特性を利用した高付

加価値なトチュウエラストマー由来バイオプラスチックの開発。 
• トチュウエラストマー生産用の有用トチュウの育種とトチュウ幼植物体生

産技術開発、接ぎ木等によるクローン増産技術の開発。 

問い合わせ先：大阪大学 TEL 06-6879-7364 

（25040B）林産物トチュウエラストマー由来の新素材ポリマー生産技術の開発 

研究の達成目標 

トチュウの芽生え パイプハウス内での育成 

育苗場に移植し稚樹へと育てる。 

トチュウ育成用圃場の整備と稚樹作成 

・1～2日後には発芽開始 
・9割以上の種子が発芽 

0分   5分 

10分   30分 

硫酸処理による 
高発芽技術開発 

(黄色文字は硫酸処理時間) 

高活着な 
接ぎ木法の開発 

100μm 100μm 

(2倍体の気孔) (4倍体の気孔) 

気孔サイズ1.5倍に肥大 

高次倍数体株の
作成 

今後の展開方向、波及効果 国民生活への貢献 

PLLAとのブレンド技術とフィルム延伸技術を融合
させることで破断歪み（伸び）が10倍以上に向上 

トチュウエラストマーの特性を活かした製品開発に向けた基盤技術開発 

PP/EuTPIブレンド物射出成形体 

耐衝撃性評価 

ABS樹脂に匹敵 

射出方向の配向構造が耐衝撃性発現に重要 

PLLA/EuTPI延伸フィルム 破断歪み評価 

EuTPI：トチュウエラストマー 
PP ：ポリプロピレン 
PLLA：ポリ（L-乳酸） 
ABS：アクリロニトリル- 
      ブタジエン-スチレン共重合体 

頂芽優勢の利用 

作製した4倍体。葉など
やや大きい傾向がある。 
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